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山
頂
部
に
広
が
る
平
坦
地
形

八
幡
平
は
岩
手
、
秋
田
の
県
境
に
あ

る
。
名
前
の
と
お
り
、
山
頂
部
に
特
異

な
平
坦
地
形
が
広
が
る
の
が
特
徴
だ
。

切
り
立
っ
た
稜
線
を
も
つ
山
岳
の
イ
メ

ー
ジ
と
異
な
り
、
大
き
な
森
の
塊
の
よ

う
な
懐
の
や
わ
ら
か
さ
が
八
幡
平
の
身

上
で
あ
り
、
大
き
な
魅
力
だ
。

ゆ
る
や
か
な
地
形
か
ら
、
か
つ
て
は

粘
度
が
低
く
薄
い
溶
岩
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
ア
ス
ピ
ー
テ
火
山
（
楯
状
火
山
）

に
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
研
究

で
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
八
幡
平
は
粘
度
の
高
く
厚
い
溶
岩

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
頂
上
部

が
平
坦
に
な
っ
た
台
地
状
火
山
だ
。

山
頂
部
は
千
六
百
十
三
メ
ー
ト
ル
の

最
高
地
点
・
八
幡
平
を
基
点
と
し
、
畚

も
っ
こ

岳
、
源
太
森
、
茶
臼
岳
な
ど
が
ゆ
る
や

か
な
傾
斜
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。
深
田

久
弥
は
『
日
本
百
名
山
』
で
、「
八
幡

平
の
真
価
は
高
原
逍
遥
に
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
こ
の
一
節
は
八
幡
平
山

頂
部
一
帯
の
お
だ
や
か
な
地
形
を
称
え

た
言
葉
だ
。

一
般
的
に
八
幡
平
と
い
う
と
、
こ
の

一
帯
の
こ
と
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
西
に
位
置
す
る
焼
山

や
け
や
ま

や
南
に
位

置
す
る
大
深
岳
ま
で
の
範
囲
を
含
め
て

八
幡
平
と
総
称
す
る
場
合
も
あ
る
。

密
な
る
原
始
の
森

山
は
円
に
谷
深
く

森
高
く
し
て
密
な
る
原
始
の
姿

こ
れ
は
、
大
正
九
年
に
八
幡
平
周
辺

を
踏
査
し
た
沼
井
鉄
太
郎
氏
の
紀
行
文

「
羽
後
国
玉
川
渓
谷
の
奥
山
」
の
一
節

だ
。
八
幡
平
の
特
質
は
、
広
大
で
自
然

度
の
高
い
森
林
に
あ
る
が
、
観
光
地
と

し
て
発
展
す
る
以
前
の
森
は
、
よ
り
深

く
美
し
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

山
腹
に
広
が
る
ブ
ナ
林
は
新
緑
か
ら

紅
葉
、
落
葉
し
雪
が
降
り
積
も
る
冬
と
、

四
季
を
通
し
て
美
し
く
、
多
く
の
野
生

生
物
が
生
息
す
る
森
だ
。
中
で
も
八
幡

平
南
部
地
域
一
帯
は
ブ
ナ
を
主
体
と
し

た
原
生
林
地
域
と
し
て
知
ら
れ
、
現
在

は
林
野
庁
に
よ
り
「
葛
根
田

か
っ
こ
ん
だ

川
・
玉
川

源
流
部
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
自
然
環
境
の
維
持
、

動
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
不
伐
の

森
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

八
幡
平
山
頂
周
辺
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ

林
は
、
群
生
密
度
が
日
本
一
と
呼
ば
れ

る
美
林
だ
。
ブ
ナ
林
の
よ
う
な
華
や
か

さ
は
な
い
が
、
深
い
緑
が
湿
原
や
湖
沼

を
引
き
立
て
る
よ
う
に
取
り
巻
き
、
庭

園
の
よ
う
に
整
っ
た
景
観
を
形
成
し
て

い
る
。
晴
天
の
日
も
よ
い
が
、
深
い
霧

に
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
が
包
ま
れ
る
様
子
も

八
幡
平
ら
し
い
景
色
だ
。
冬
は
山
頂
部

一
帯
が
広
大
な
樹
氷
原
に
姿
を
変
え

る
。
限
ら
れ
た
登
山
者
だ
け
が
見
る
こ

と
が
で
き
る
、
日
本
を
代
表
す
る
絶
景

だ
。

湿
原
と
花
々

八
幡
平
は
湿
原
が
多
い
の
も
特
徴

だ
。
ゆ
る
や
か
な
地
形
、
寒
冷
な
気
候
、

豊
富
な
積
雪
が
多
く
の
湿
原
を
形
成
す

る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
山
頂
部
か
ら

山
麓
ま
で
八
幡
沼
湿
原
、
黒
谷
地
湿
原
、

大
谷
地
湿
原
、
大
沼
湿
原
、
大
場
谷
地

な
ど
が
点
在
し
、
湿
原
内
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
高
山
植
物
や
湿
原
植
物
の
群
落
が

発
達
し
て
い
る
。

ど
の
湿
原
も
散
策
路
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、
車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
い

の
で
短
時
間
で
散
策
を
楽
し
め
る
。
ま

た
、
散
策
路
は
登
山
道
と
も
連
結
し
て

お
り
、
長
距
離
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
景
勝

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
湿
原

を
散
策
ル
ー
ト
に
組
み
込
め
る
。
大
場

谷
地
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
大
沼
の
コ
バ

イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
大
谷
地
の
タ
チ
ギ
ボ
ウ

シ
な
ど
、
代
表
的
な
群
生
景
観
を
は
じ

め
と
し
、
可
憐
な
花
々
が
五
月
か
ら
九

月
に
か
け
湿
原
を
彩
る
。

山
の
湯
宿
と
多
様
な
登
山
ル
ー
ト

八
幡
平
は
、
山
岳
道
路
ア
ス
ピ
ー
テ

ラ
イ
ン
や
樹
海
ラ
イ
ン
が
山
頂
直
下
を

通
過
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
散
策
ル
ー
ト
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
、
山
頂
目
指
し
て

登
る
の
で
は
な
く
、
山
頂
を
起
点
に
下

っ
て
い
く
と
い
う
歩
き
方
も
可
能
だ
。

藤
七
、
松
川
、
蒸

ふ
け

ノ
湯
、
後
生
掛

ご
し
ょ
が
け

、

玉
川
な
ど
点
在
す
る
山
の
湯
宿
を
拠
点

と
し
な
が
ら
、
温
泉
と
散
策
を
ゆ
っ
く

り
楽
し
ん
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。

代
表
的
な
ル
ー
ト
は
、
秋
田
県
側
で

は
八
幡
平
山
頂
〜
長
沼
〜
大
谷
地
〜
大

沼
と
下
る
ル
ー
ト
や
、
八
幡
平
山
頂
〜

大
深
温
泉
〜
後
生
掛
温
泉
と
下
る
ル
ー

ト
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
足
を
延
ば
し
て

後
生
掛
温
泉
〜
焼
山
〜
玉
川
温
泉
の
ル

ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
の
も
よ
い
。
こ

の
ル
ー
ト
は
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
か
ら
ブ

ナ
に
変
化
し
て
い
く
森
林
を
感
じ
な
が

ら
、
豪
快
な
火
山
現
象
も
堪
能
で
き
る
。

岩
手
県
側
で
は
、
茶
臼
岳
〜
黒
谷
地

〜
八
幡
平
山
頂
の
縦
走
ル
ー
ト
。
安
比

を
起
点
に
八
幡
平
山
頂
へ
至
る
ル
ー
ト

が
あ
る
。
見
返
峠
駐
車
場
か
ら
南
に
足

を
延
ば
す
と
、
畚
岳
や
蓬
莱
境
な
ど
、

一
〜
二
時
間
程
度
で
楽
し
め
る
散
策
路

や
、
大
深
岳
を
経
て
岩
手
山
へ
と
連
な

る
裏
岩
手
縦
走
路
が
続
く
。
こ
れ
ら
ル

ー
ト
は
、
稜
線
か
ら
望
む
八
幡
平
の

山
々
の
展
望
、
山
肌
に
広
が
る
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
の
樹
林
景
観
が
魅
力
だ
。

お
す
す
め
の
季
節
は
、
多
く
の
高
山

植
物
が
開
花
す
る
七
月
だ
。
ち
ょ
う
ど

オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
も
芽
吹
き
の
時
期
を
迎

え
、
新
緑
の
淡
い
緑
、
深
い
藍
色
の
雌

花
、
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
特
有
の
香
り
に
包

ま
れ
な
が
ら
の
山
旅
と
な
る
。

八

平
幡
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畚岳から八幡平を望む

●八幡平パークサービスセンターの開館時間：午前8時30分～午後4時30分
入館無料（展示休憩室の一部は、閉館後も避難室として開放）冬期休館
〒028-7303 岩手県八幡平市松尾見返峠八幡平登山口　電話：090-2270-8205

八幡平の山頂直下、標高1541ｍの

見返峠駐車場の一角に「八幡平パーク

サービスセンター」がある。ここは、

岩手・秋田の県境で八幡平アスピーテ

ラインと八幡平樹海ラインが交差する

要衝の地。八幡平や岩手山・秋田駒ヶ

岳へ続く縦走路の登山基地にもなって

いる。周囲のオオシラビソ林が示すと

おり、自然条件の厳しい亜高山帯だ。

四季を通して強い偏西風の通り道で、

来訪者の視界を惑わす深い霧の名所で

もある。

交差点から取り付け桟橋を渡ると展

望デッキになっていて、焼山、森吉山

など秋田側の山並みが素晴らしい。よ

く晴れた日は、能代発電所や日本海も

遠望できる。

3階に入ると、売店を兼ねた入山相

談の窓口がある。登山道の状況から天

候の確認、高山植物の開

花状況、落し物、迷子な

どさまざまな問い合わせにも気軽に応

じてくれる。売店では登山用品や登山

マップ、自然関連の図書、動植物のオリ

ジナルグッズなどを販売している。セ

ンター2階は、高山植物の写真展示室

兼休憩室となっている。八幡平の四季

折々の写真をゆっくり堪能できる。

このセンターは山の案内所であり、

登山や観光で訪れる人々のよりどころ

だ。八幡平に着いたら真っ先に訪ねて

みよう。

八幡平
パーク
サービス
センター

八幡平の名前の由来
八幡平の名前の由来は諸説あるが、

アイヌ語「パツ・オマン・ル・タイ

（尾根筋の・上にある・神秘の・森）」

に由来するという説は、沼井鉄太郎

氏の紀行文に漂う八幡平の印象にも

よく類似する。

もう一つの説は、坂上田村麻呂の

蝦夷平定にまつわる伝説によるもの。

蝦夷の残党を追う途中、広い高原

（八幡平）にたどり着いた田村麻呂は、

その極楽浄土のような景色に感動し、

戦の神である八幡神宮を祀って戦勝

を祈願した。残党を討伐後には、再

び高原の八幡神宮を訪れ、勝利の報

告をするとともにこの地を「八幡平」

と名づけたという。歴史的事実では

なく、あくまでも伝説だが、遠い昔

の歴史に思いをはせて眺める景色は、

いつもとは違った表情で見えるかも

しれない。

山
頂
部
に
広
が
る

平
坦
地
形

密
な
る
原
始
の
森

湿
原
と
花
々

山
の
湯
宿
と

多
様
な
登
山
ル
ー
ト

八幡沼周辺の湿原と池塘

ブナ林の紅葉
アスピーテラインから望む山並みと霧

八幡平草の湯分れ周辺の登山道

大場谷地のミズバショウとエゾノリュウキンカ

エ
ゾ
オ
ヤ
マ
リ
ン
ド
ウ

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

ワ
タ
ス
ゲ


